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非実施 1カナダ寮生 2在ヨ外人 3環本寮生 4日本自宅生
各群間の有意性
κ2検定分散分析
非実施 2（51＞ 4（98） 11（2ス5） 12（3α0）
運　　動月に数日 19（娃＆7） 16（390） 7（17．5） 9（2％） ＊＊
定期的 18（4a2＞ 21（51．2） 22（55．G） 19（475＞
食生活　食べない 1（Z6＞ 3（7．3） 5α2．5） 2（5．G） ＊
朝食　　時々欠食 21（538） 16（39β） 24（6αG＞ 王5（375） 3＜4
毎日摂取 18（篠3．6） 22（53．7） 11（275） 23（5Z5）
著しい 7（179＞ 3（Z3） 7（王Z5） 2（5．G） ＊＊＊
偏食　　少しする 28（718） 26（63．4） 26（65．0） 19（47．5） ＊＊ 1：3＜4
しない 4（王α3） 12（29．3） 7（17．5） 19（4乳5）
食べない 5（12．8） 4（9．8） 3（7．5） 0（αG） ＊
濃色野菜遍1－2回 12（41．G） 王8（43．9） 17（42．5） 10（25．0） 1二2＜4
週3圃一 18（4a2） 19（4a3） 30（5α0） 3G（75．0）
食べない 6（15．4） 2（49） 4（王α0） 0（0β） ＊＊＊
淡色野菜週1－2騨 16（41① 11（26．8） 20（5α0） 8（20．G） ＊＊ 玉：3〈4
避3瞑1一 17（43．6） 28（6＆3） 16（4α0） 32（8α0）
飲まない 2（5．1） 12（293） 7（1Z5） 8（2α0） ＊＊＊
牛乳　　週1－2圓 1（2β） 8（1a5） 19（47．5） 7（175） ＊＊＊ 2：3：4
遡3圓一 36（9Z3） 14（35の） 14（35◎） 25（62．5） 〈1
食べない 13（333） 10（24．の 5（1a5） G（α0） ＊＊＊
卵　　　　週1－2園 13（33．3） 16（39．0） 17（42．5＞ 8（20．0＞ ＊＊＊ 1：2：3
週3圃一 13（33、3） 15（3a6） 18（45つ） 32（80．0） く4
食べない 2（5．1） 10（244） 17（42．5） 1（2．5） ＊＊＊
果物　　週1－2畷 14（35．9） 10（24護） 15（37．5） 13（35．0） ＊＊＊ 3＜
週3醐一 23（59．0） 21（51．2＞ 8（2α0） 26（625） 1：2：嘆
食べない 2荏（61β） ヱ1（26．8） 13（3a5） 3（a5） ＊＊＊
魚介　　週1－2國 14（35£） 16（39．0） 21（52．5） 23（57．5） ＊＊＊ 1：3＜4
避3醐一 1（2．6） 14（342） 6（15D） 14（35．0） 1〈2：3
食べない 3（7．7） 4（9．8） 2（5．0） 0（α0）
肉　　　週1－2圓 7（17．9） 12（29．2） 16（4α0） 7（1Z5）
週3圃一 29（74．4） 25（61．0） 22（5ao） 33（825）
食べない 26（66．7） 21（5ヱ．2） 11（2Z5＞ 1（25） ＊＊＊
豆製品　　週1－2回 10（25．6） 玉4（34．2） 21（52．5） 24（6α0） ＊＊＊ 1：2：3
週3癬一 7（7．7〉 6（14．6） 8（2αG＞ 王5（37．5） ＜4
食べない 38（974） 2駅58，5） 18（45．0） 4（10．0） ＊＊＊
海藻類　　週レ2鵬 1（2．6） 10（244） 15（37．5） 22（55．0） ＊＊＊ 1：2：3く嘆
週3【遡一 0（0β） 7（17．1） 7（1Z5） 13（35．0） 1＜2：3
ファース　食べない 9（23．i） 16（3豆0） 10（25．0＞ 16（4α0）
トフード　週1－2園 14（35．9） 1G（244） 17（42．5） 15（375）
週3廼ト 16（41ゆ） 15（36β） 13（32．5） 9（225）
タバコ　　喫　煙 4（10．3） 11（26．8） 15（3Z5） 13（32．5） ＊ ＊
吸わない 35（89．7） 30（73．2） 25（62．5） 27（67．5） 1＜3
生活リズ著しい鼠 1（2β） 6（14．6） 12（30。0） 8（2α0）
ム　　　　少しの説 25（6報） 玉9（4a4） 12（3α0） 21（52．5） ＊












































































































































































































































































































ライフスタイル ① ② ③ ④ ⑤ ⑥
①運動の実施 カ 在外 麟嶽 カ
②朝食の摂取 日寮 目寮 日寮 環自
③偏食状況 臼寮 在外 カ

















































1カナダ寮生 2在日外人 3呂本寮生 妊体虚宅生 有意性
尺　度
M土SD　CV M±S王）CV M±SD　CV M士SD　CV 分散分析
多　愁　訴 32．0±5．316．7 29．7士4．615．6 29」±5，0圭7，2 30．0±6．42玉．4
呼　吸　器 15．5±2617．0 144土3．222．2 15，6土3，925．1 15．3土3．322．0
際・皮　慮 王3．6±2317．4 1荏．5±3．222．2 14，3土3，222．8 15．5虚3．120．4 ＊　　　1＜4
口腔・駐門 12．2虚2．1王7．6 12，0士1，8152 12．4士2，621．5 12．8±2．519．6
消　化　器 13．4ま2317．6 王2．5±2520．4 12。6±3．225．9 13．6士4，029．9
直情径行性 17．1由2．816．4 17．1之2816．6 178±3，118．5 17．4±3319．3
虚　構　性 18．7±2．915．8 2α3土2．9145 168±2．515．2 16．7士2．716．3 ＊＊＊3：4＜1：2
情緒不安定 21．6±3，717ユ 22．4土3．017．9 24．6土6325．7 24．3虚5．121．3 ＊　　　1＜3
抑　繕　性 14．8±3．020．4 14．5±2．8194 16．6士4．4268 15．7士3．925．0 ＊　　2＜3
攻　撃　性 16．0±2，113．4 155±1．510．1 i3．9士2，216．0 14．1士2．014．2 ＊＊＊3：4＜1：2
神　経　質 14．0±2．719。5 1畦．2止2．417．3 16．2太3．32α8 15，4±3．72凄．4 ＊＊1：2＜3









1カナダ寮生 2臼本寮生 3臼本自宅生 有意性
尺　度
M±SD CV M土SD CV M±SD　CV 分散分析
多　愁　訴 35．5±5．7 16．1 33．2土7．4 22．5 3G9土6。119．9 ＊＊＊ 3＜2＜1
呼　吸　器 16．8血3．2 19．2 15．2土3．6 23．6 14。2±2．719．6 ＊＊＊ 2：3＜1
翼・皮　周 玉5，6土2．3 17．5 16．1±3，7 23ユ 15．9±3．723．5
目腔・航門 12．6忠2．1 王6．7 13．3±3ユ 23．9 13。1±2。418．3
消　化　器 15．1士2．8 19．0 14。0±3．3 242 127±2．822．7 ＊＊＊ 3＜1：2
直情径行性 18．6±2．3 12．4 18．2±29 159 17．8±3．419．2
虚　構　性 17．9±2ユ 122 16．5よ27 16．6 16．7止2．515．1 ＊＊＊ 2：3く1
情緒不安定 25．3士4．9 18．1 26．0±5．2 2α1 25窪坐4618護
抑　鍵　性 16，3士35 21．5 17．2±娃．7 27．6 158之3．723，6
攻　撃　性 14，8±1．8 125 138‡15 13．9 13．8虚1．7王2．3 ＊庫＊ 2：3く1
神　経　質 15．4±2。9 188 168土3ユ 18．8 15．2虚3．825．4 ＊　＊ 1：3く2














































カナダ寮生． 在臼外人 同本寮生 目本自宅生 カナダ寮生 獲本寮生 目本葭宅
多愁　訴 一 〇．33＊ α22 一 〇．30 一 〇．21 一 〇．41ホ 一 〇，25＊ 一 〇20＊
呼　吸　器 0．王0 0．02 一 〇．14 一 〇、18 0．15 一 〇．23＊ 一 〇．07
















消　化　器 一 〇．14 0．19 一 〇．11 一 G．36＊ 一 〇．22＊ 一 〇．20串 一 〇．Ol
直情径行牲 一 〇．33＊ α04 一 G．21 一 〇，23 一 〇28＊ 一 〇21＊ 一 〇，11
虚　構　性 一 〇．11 一 〇．06 α30 一 〇．18 0．21＊ 0．13 026＊
情緒不安定 一 G．22 0．07 一 〇．04 一 〇．03 一 〇．21＊ 一 α26＊ 一 〇．23＊
掬　鯉　性 一 G．28 0．16 一 〇ユ6 一 〇．00 一 〇．29＊ 一 〇．32＊ 一 〇．24串
攻　撃　性 一 αOl 一 〇．08 0．G5 一 〇ユ0 一 〇．18＊ 0．06 0．11
神　経　質 一 〇ユ3 α27 0．12 一 〇窪5 一 〇2娃＊ 0．01 一 〇．04
生活不規鋼 一 〇．43＊ 一 〇．25 一 〇．4r 一 〇．46塞 一 〇．49＊ 一 G．5玉＊ 一 〇．51宰
数字は相関係数，寧p〈0．05
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的に有意な相関が多く認められた点に注目される。
　さらに，健康生活習慣指数と12尺度得点の関連性について，判別分析法を用いて検討し
てみた。表8は男子の結果で，表には判別関数の標準化判劉係数と判別関数の値を基にし
て，各尺度の判騨係数を用いて求めた各個人の判別得点がどの外的基準（集団）に属する
かを判溺する確率（正判劉率）及び集団別標準化判別得点の平均値と標準偏差を併記して
いる。図3は女子の結果で，國の上方に標準化判贋係数，図の下方に集団溺判別得点の累
積度数分布とその分布曲線の交点を判別境界値として求めた正判溺率である。
　正判別率をみると，男子の不良群では81．3％（48名中39名），良妊群62．8％（43名中
27名），全体72．5％（91名中66名）となり，女子の不良群では72．6％（95名申69名），
良好群82．6％（121名nj　100名），全体78．2％（216名中169名）で，男女ともかなり高い
値であった。
表8男子学生の判別分析
尺　度
標準化
判別係数
生活不規則 092
多　愁　訴 053
搾　醗　性 0．23
虚　構　性 0．22
攻　撃　性 021
齎情径行性 0．19
呼　吸　器 一 〇．G7
消　化　器 一 〇．09
口腔・胚門 一 〇，14
神　経　質 一 〇．玉6
臼・皮　齎 一 〇．33
情緒不安定 一 〇．35
判別得点（M±SD）
不良群 056±0．80
良好群 一 〇．62±U9
正判男弊（％）
不良群 39／48＝8王，3
良好群 27／43諜62．8
全　体 66／91瓢72．5
R腔・肛門
　　多愁訴
薩情径行性
　昌・皮慮
　　虚構性
情緒不安定
　　抑欝性
　　消化器
　　神経質
　　呼吸器
　　攻撃性
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図3　女子学生の判溺分析
　また標準化判溺係数は判別関数と各尺度との関連の大きさを示し，この値が大きいほど
判別に大きく寄与しているため，絶対値の比較的に大きい標準化判別係数をみると，男子
では生活不規則，多愁訴，情緒不安定，欝・皮膚などとなり，女子では生活不規則，攻撃
性，呼吸器などであった。すなわち男女学生に共通して判別関数に大きな影響を及ぼす尺
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度は生活不規則に過ぎず，他の尺度の出現は男女間において相違していた。なお，標準化
判男ij得点の分布では女子の場合（男子の表示は省略），良娃群は負の方向へ多く分布し，そ
の平均得点は良好群一〇．72±e．99（不良群0．92±1．02）となり，男子と問様の傾向を示し
た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　察
　1）大学生のライフスタイルの実態は，各対象群によって著しく相違していることが明
らかになった。たとえば健康的な生活行動の中で最も高率を示した喫煙状況をみると，非
喫煙では男子の臼本寮生が最も低率で62．5％，次いで自宅生675％，在日外国人73．2％，
カナダ寮生89．7％，岡様に女子ではカナダ寮生90．1％，日本寮生97．8％，良宅生100％と
なり，各対象群とも女子の方に非喫煙看が著しく多かった。タバコはニコチン・タール・
一酸化炭素などの多くの有害物質を含み，これらは健康状態に及ぼす影響は大きく，本人
をはじめ，周囲の人々に対する危険性が報告7）8｝されている。またわが国の喫煙率は諸外
国に比べ著しく高く，男子は54．0％，女子は14．5％8）にもなり，斉藤は妊婦と夫の喫煙と
出生児への影響に関した報告22）において，学歴と喫煙率の関連を明らかにし，高校の喫煙
率は67．7％，大学49．4％，大学院28．0％であったという。本調査の臼本人男子の喫煙率は大
学と大学院の中間的な状況にあったが，健康日本21（2000年4月策定5136））における喫煙
対策では男女とも向こう10年間に喫煙率の半減が達成欝標になっていることを考えると，
H本の男子学生の相当数において喫煙行動を見直す必要がある。
　次ぎに運動の実施状況をみると，男子では各対象群とも約半数は定期的に運動を行って
いるのに対して，女子ではカナダ寮生が36．3％で最も多く，自宅生30．7％，日本寮生が最
も少なく，17．4％に過ぎなかった。たとえばカナダの健康づくり対策23｝によると，「みんな
のための健康づくり：Achiving｝｛ealth　for　AIIjとして住民に対するスポーツの振興と健康
管理，すなわち個人々の心構えや健康状態の把握など，すぐれた健康を獲得するための長
期的な取り組みがある。その結果，1981年の10歳以上のカナダ人の約57％は，レジャー
時間に運動を実施し，その後1988年の調査には約79％にも及んだという。また大学のカ
リキュラムには教養のための体育の授業はなく，むしろスポーツクラブ及びIDまたはUser
カードを登録した会員になれば，大学のスポーツ施設及びレクリエーション・プUグラム
が自由に利網できるようになっている。わが国の健康日本21の身体活動・運動5｝では成
人の場合，1圃30分以上の運動を，週2園以上実施し，1年以上の継続する人を男子39％，
女子35％に高めることを目指すことになっている。本調査の定期的に運動実施している
者は，女子のうち日本寮生及び自宅生とも低率で，すぐれた健康を獲得するための運動意
識が外国人に比べ著しく欠奴していることが示唆された。
　一方，運動の実施状況と他の生活行動との問に意外な関連姓が認められた。すなわち男
子のカナダ寮生，在ヨ外国人，麹宅生では喫煙との関係，岡じくカナダ寮生では生活リズ
ムとの関係，女子の日本寮生では朝食の摂取，偏食状況，10食晶の摂取との関係，岡じく
カナダ寮生では喫煙との関係があげられる。また食生活のうち朝食の欠食状況は，男子の
159
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H本寮生，女子のカナダ寮生及びH本寮生ではいずれも10％代，殊に女子の日本寮生は
20．7％にもなっているが，この朝食の摂取状況においても他の生活行動とも関連している
ことが多くの対象群に認められた。
　このように運動や朝食の摂取及びさまざまな生活行動が複雑に影響しあっていることが
観察されたが，それぞれの関連性はこれまでの報告29）3°）31＞34＞を追認する結果であった。し
かし食生活・運動・休養・喫煙・飲酒などの生活行動が疾病の発症や進行に関わっている
（生活習慣病7＞）ことを考えると，健康的な生活行動をより多くするように意識的に行動内
容を変容すること，あるいは運動・栄養・休養などバランスのとれた生活翌慣を確立する
ことが重要であるといえる。とくに本調査の健康生活習慣指数すなわち6項欝のうち好
ましい生活行動の最頻値は，男女の自宅生では4項Hとなっているのに対し，他の対象群
（在日外国人では3項目）では2項目に過ぎない点に注目すべきであろう。たとえば旨本寮
生の場合，主に経済的及び通学地域など修学上の鑓難さを少しでも緩和できるようにとの
配慮から学寮が設置されているが，その入寮率は10％未満19）2ωの厳しい選考状況である。
また寮生の食事は給食形式ではなく，献立には自分自身の嗜野が霞由に取り入れられる
が，生活の実態調査’9＞によると，1ヵ月の平均食費2万円から4万円までの支幽頻度が
約78％となっているが，ファーストフード食品志向，偏った食最の組み合わせや料理のつ
くり方などの見直し，あるいは健康づくりのための食生活指針の一つである多様な食品の
摂取バランス（1露30食晶の摂取）6｝など自宅生に見られるような家族生活において体験
したよい食習慣を逸脱することなく，さらに朝食の摂取や運動の実施に対する意識の向上
が必要であろう。
　2）健康状態，すなわち身体症状，精神心理的症状，保健習慣・行動に関する12尺度得
点では，男女の各群間及び男女間よって著しく相違していた。たとえば臼本入（寮生及び
自宅生）は外国人（在B外国人を含む）に比べ，男女とも虚構性と攻撃性の精神心理的貞
覚症状の訴えに肯定する応答が多いこと，男子のR本寮生は外国人に比べ，情緒不安定，
抑馨性，神経質などの精神心理的自覚症状及び生活不規則の保健習慣・行動の自覚症状の
訴えに肯定する応答が多いこと，女子のカナダ寮生はH本人に比べ，主として多愁訴，呼
吸器などの身体症状の訴えに轡定する応答が多いこと，などの違いが認められた。
　一方，これらの尺度相互間の相関係数において統訂学的に有意な相関は，これまでの調
査報告3°｝3｝）と同様に男女とも多く認められ，各尺度が互いに制約しあっていることが観察
された。とくに各尺度と健康生活習慣指数との関連性において，在H外国人を除いた男女
の対象群に負の関係が多く認められた。たとえば男女の全対象に共通して健康生活習慣指
数に統計的に有意な関連性を示す尺度は生活不規則の1つに過ぎなかったが，女子の全対
象では生活不規則に加え，多愁訴，情緒不安定，搾轡性の4つの尺度があげられ，有意な
相関の幽現の様相は対象群によって異なっていた。
　このように尺度得点の平均値，あるいは各尺度及びライフスタイルを包括的に評価した
健康生活習慣指数の相互関係を見落としなく比較検討することは必ずしも容易でない。そ
こで全対象の健康生活習慣指数の良好群と不良群間の判別を12尺度を用いた検討したと
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ころ，正判別率は男女ともかなり高い値が得られた。この判別に大きく関与した尺度は，
男子では生活不規則，多愁訴，目・皮膚の順となり，女子では生活不規麟，攻撃性，呼吸
器の順であった。すなわち判別関数に大きな影響を及ぼす尺度は男女学生に共通して生活
不規則があげられるが，他の尺度は男女間で根違していることが明らかになった。
　飯島ら2），森本1の15）らのライフスタイルを勉括的な指標とした報告によると，好ましい
保健習慣・行動の多い群ほど，不定愁訴量（身体症状の訴え）や欠席臼数及び病欠が少な
く，身体健康度及び精神的健康度は高く，遺伝子異変の少ないことを明らかにしているが，
本調査結果においても健康生活習慣指数が男女ともさまざまな尺度得点，すなわち身体
的・精神釣健康度と密接な関連性が認められ，この傾向は女子学生に著しいことが示唆さ
れた。
　以上，大学の寮生活者のライフスタイルや健康状態及びライフスタイルを包括的に評価
した健康生活習慣指数のいずれの面からみても，健康の保持増進上問題が少なくなく，殊
にこの傾向は男子に比べ女子の方に著しいことが判明した。したがって，必要に応じて適
切な健康教育を行うことが望ましいが，大学生の生活行動は個人差が大きいことを考える
と，家族生活の環境下で体験した健康的な生活習慣をより多くするすることが重要である
といえよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　と　め
　大学の男女学生，殊に寮生活者のライフスタイルや健康状態，健康上好ましい生活行動
をどの程度行っているかを評価した健康生活鷲慣指数の良否と健康状態について検討し
た。それらの結果は次のとおりである。
　1．健康的な生活行動の頻度が対象者50％以上の項罠は，勇女ともにカナダ寮生及び日
本寮生は霞宅生に比べ比較的に少なかった。たとえば自宅生の場合，男女ともに朝食を毎
H摂取，タバコを吸わない，そして10食品中6食品以上の摂取が週3團以上となってい
た。
　2．食撮の摂取バランスでは，男女ともにカナダ寮生が最も悪く，次いで日本寮生及び
在撮外国人の順となり，逆に自宅生が男女ともに良好な状況であった。
　3．カナダと日本の男女学生の比較では，日本人は偏食しない及び10食品中卵，魚介
類，豆製品，海藻類の摂取頻度に優れ，カナダ人は運動の実施及び牛乳の摂取頻度に優れ
ていた。また健康生活響慣指数ではβ本人の方が男女ともに高い値であった。
　4．男女聞の生活行動では，一般的に男子学生は運動の実施及び喫煙率が高く，女子学
生は覇食の欠食や偏食が著しい反面，栄養索の摂取得点が高い傾向であった。
　5．健康状態，すなわちTHIの自覚症状は男女ともに対象群問によって著しく損違して
いた。たとえば男子学生では日本寮生は外国人に比べ情緒不安定，抑畿性，神経質及び生
活不規羅の訴えに肯定する応答が多く，岡様に女子学生では多愁訴，呼吸器の訴えに肯定
する応答が多かった。これに対して外国人は日本人に比べ虚構性，攻撃性の訴えに肯定す
る応答が多いことが認められた。
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　6．ライフスタイル，健康生活習慣指数及び尺度得点の相互関係では，統計的に有意な
関係が男女ともに多く認められ，これらが互いに複雑に影響しあっているいることが観察
された。殊に健康生活習綴指数ζ尺度得点との関連性において，各戴象群のうち在臼外国
人を除き有意な負の関係が多く認められた点に注目される。
　7。健康生活習慣指数の良好群と不良群の判別に大きく関与したのは，男子学生では生
活不規躍，多愁訴，N・皮庸の順となり，女子学生では生活不規則，攻撃性，呼吸器の順
であった。
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